






資料作成日：2018年4月4日

プロジェクトゼミ大学院　水曜5限　機械コース担当　2018年6月6日から7月11日分 
テーマ名：熱機関の性能の評価
授業当日の集合場所：理工2号館2階　機械セミナー室
担当者：加藤義隆（助教　ykato@oita-u.ac.jp, 居室は理工2号館2階208号室）
受講に関する注意：
支障が無ければノートパソコンと記憶媒体を持参してください．ノートパソコンは，Microsoft Excelで，[データ] タブの [分析] グループで [データ分析]が表示されるようにしておいてください．[データ分析]が表示されない場合は，分析ツール アドイン プログラムを読み込む必要があります．授業で使用するファイルがhttp://machls.cc.oita-u.ac.jp/kenkyu/netu/kato/kato1.htmlから開講期間はダウンロード可能になっています．遅刻や欠席が予定されている場合は事前に担当者に連絡してください．急な遅刻や欠席でも極力早く連絡をとれるよう善処してください．服装は問いません． 
授業内容：
　低温度差スターリングエンジンの実験を題材に，測定データをMicrosoft Excelで整理する．主な習得内容は，初回がFFTの取り扱い，第2回がVBAの利用，第3回がグラフの作成とする．
評価：

評価はレポートで行い，授業中に指示する2種類のグラフが示されていれば合格とする．提出方法は，上記担当者の電子メールアドレス宛に，2MB未満のマイクロソフトWordもしくはPDFの添付ファイルで送る．なおレポート提出時の電子メールの本文には授業の感想を記述するものとし，感想は評価の対象としないが，感想が送信されるまでレポートの評価はしない．白黒印刷した紙媒体で評価を行う．提出締め切りは当該テーマ最終日から1週間後の5限開始前までとする．文字は，サイズを10.5，フォントを明朝体系もしくはSerif文字にする．用紙設定は縦長のA4サイズに上下左右の余白を20～25mmにしする．表紙は省き，レポートの冒頭に，授業名・テーマ名・授業日の年月日，提出日の年月日，レポート作成者の氏名・所属・学籍番号・連絡先を記載する．ページ番号を入れる．以下は実験レポートの形式に準じて作成する．
　実験目的は，データ整理の方法が実験結果に与える影響について言及する．考察は，バンドパスフィルタの条件が図示仕事の計算値に与える影響を議論するものとする．

なお，再提出は受け付けない．また，レポート提出前に欠席者の質問も受けつけない．ExcelやVBAの解説書で独自に習得可能です．
